自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅱ-５
	活動名
	もちつき
	対　　象
	小学生以上
	活動可能人数
	80人

	
	
	
	所要時間
	180分
	活動場所
	野外炊事場

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	軍手、新聞、エプロン、三角巾（マスク）
	臼杵・蒸し器・ボール・ふかし布・火ばさみ・薪・マッチ
・バケツ・ひしゃく・たわし・洗剤セット・布巾・トング・食器一式


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　もちつきの説明を聞く。

２　調理用具と食材を準備する。

３　調理開始。

1 もち米を蒸し器に入れて、蒸す。（45分程度）

※もち米は前日から水につけておく。
※ふかし布はよく水にぬらしてから使う。

2 もち米が蒸しあがったら臼に移し、すばやくつく。
※臼に水を張り（つく前に捨てる）、杵は水につけておく。

※最初は杵でもち米を押しつぶし、半つき状態にしてからつき始める。
3 つきあがったもちを、ぬるま湯の入ったボールに取り一口大にちぎる。
※臼の中には水を張り、杵は水につけておくと後で片付けがしやすい。

4 ちぎったもちを餡（きな粉・あんこ等）にからめて完成！

４　楽しく食事をする。

５　後片付けをする。
1 使ったものはきれいに洗い、センター職員のチェックをうける。

2 かまどの燃え残りは、ほうきとちりとりで集め、一輪車へのせる。
3 臼や杵はよく洗い、水分をふき取り、日なたで乾かしてから片付ける。
4 ごみは全てごみ袋に集める。最後にゴミステーションへ運ぶ。使ったものはきれいに洗い、あった場所に戻す。
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	○道具の場所や作り方の手順、活動のねらいを説明し、児童生徒が進んで活動できるように働きかける。

○安全面・衛生面における注意をする。

○身支度を整え、調理開始前に必ず手洗いをさせようにする。

○蒸し器や蒸したもち米は熱いので、やけどしないように注意する。

○臼や杵についたもちは、たわしできれいに落とすようにする。


もちつきの様子








杵でもち米を押しつぶす様子
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もりつけ例
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